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                                                 令和 6年 5月 24 日（金）  

ベニバナ染め、万葉歌碑めぐりイベント参加者募集中！ 
 

平素より国営飛鳥歴史公園の運営にご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

国営飛鳥歴史公園では、6 月 11 日（火）、『万葉歌碑巡り～万葉びとの想ひをたどる～』を開催します。 

村内６か所の万葉歌碑を巡ります。 

 

また、6 月 22 日（土）にベニバナ染色体験を開催します。シルクロードを経由して飛鳥時代に日本に伝来

したと呼ばれるベニバナ。万葉集でも詠まれ、染物や口紅の原料として使われていました。当イベントで

は、実際に石舞台地区で育てているベニバナを摘み、ハンカチを染め上げます。 

 

ご多忙中のことと存じますが、皆様には是非取材ならびに記事掲載のほど、よろしくお願い致します。 

 

 

 

お問合せ先 国営飛鳥歴史公園 飛鳥管理センター広報担当 伊藤・滝・東山 

TEL 0744-54-2441 / FAX 0744-54-4633 

〒634-0144 奈良県高市郡明日香村大字平田 538 https://www.asuka-park.jp/ 

https://www.asuka-park.jp/


万葉歌碑巡り～万葉びとの想ひをたどる～ 

 

【内容】 万葉学者であった故犬養孝先生が揮毫された万葉歌碑は全国に１４１基あり、明日香村には１５

基あります。犬養先生は、「万葉集は机上の学問ではない、詠われた頃の１３００年前に時代背

景を戻し、詠われた土地に立って万葉歌を声に出して歌いましょう。万葉集は心の音楽です。」

と言われました。 

 今回は亀石、橘寺から飛鳥川沿いを歩き犬養万葉記念館の 5 基を巡ります。万葉集や歴史に詳し

くなくても、公園ボランティアの飛鳥里山クラブ員が解説いたしますので、子どもから大人の方

までお楽しみいただけます。 

 

事前申込 ※空きがあれば当日受付可 

【日時】 2024 年 6 月 11 日（火）10：00～12：00 受付 9：45～ 

 ※雨天中止（中止の場合、前日 18 時頃にホームページお知らせ欄に掲載します） 

【集合】 国営飛鳥歴史公園館 

【行程】 《出発》国営飛鳥歴史公園館→橘寺門前→飛鳥川→飛鳥宮跡→犬養万葉記念館《解散》 

 犬養万葉記念館で解散後は近くにバス停「岡寺前」がございます。 

 橿原神宮前 東口行 12：14 発    飛鳥駅前行 12：00 発  

 公園館まで徒歩で戻るお客様は、スタッフが徒歩でご案内いたします。 

【定員】 20 名 

【料金】 １００円 

【持ち物】動きやすい服装、飲み物 

【案内】 公園ボランティア「飛鳥里山クラブ」 

【申込先】飛鳥管理センター ０７４４－５４－２４４１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



里山自然教室「ベニバナの染色体験」 

 

【内容】 シルクロードを経由して飛鳥時代に日本に伝来したと言われる紅花。万葉集には「紅（くれな

い）」「末摘草（うれつむはな）」などと詠まれ、染物や口紅の原料として使われました。 

イベントでは実際にベニバナの花を摘みハンカチを染め上げます。万葉人が紫とともにあこがれ

た高貴な色、紅の染物体験を行います。ベニバナの摘み取りから染色まで体験いただきます。 

 

事前申込 ※空きがあれば当日受付可 

【日程】2024 年 6 月 22 日（土）※荒天中止（中止判断は前日 18 時）  

【時間】10：00～14：00（午前：ベニバナ摘み取り 午後：染色体験） 

【場所】国営飛鳥歴史公園 石舞台地区 あすか風舞台 

【定員】40 名 

【料金】500 円/1 作品 

【持ち物】昼食・汚れても良い服装またはエプロン・持ち帰り用袋、軍手(トゲがあるため、ゴム製のもの） 

 染め直したいタオル、Ｔシャツ持込可能！（おひとり 1 点まで） 

※ナイロン・ポリエステルなど化学繊維は不可。 綿、麻等天然素材のものをお持ちください。 

※新品はのりがついているため洗濯後お持ちください。 

※バスタオルは大きいためご遠慮ください。 

【講師】稲田利子氏（自然環境教育コーディネーター） 

【申込】飛鳥管理センター ０７４４－５４－２４４１ 

 

令和 5年ベニバナ ３７８㎡ 約３，５００本 見ごろは６月下旬 
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